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親愛なる ムス リムの 皆様。 アツ ラーに 対す 

る 責任を 認識 してい る ムス リム の 特質の 一つ 
が、 施しです。 施しは、 アツ ラーの ご 満悦を 
得る ため、 人が 自らの 財産を 費やす こと、 必 
要と している 人々 に 物質的 • 金銭 的な 援助を 
行なう ことを 意味し ます。 この 観点から、 施 
しとい うと 義務で ある ザ カート や、 自由意志 
に 従って 行な われる 各種の よ レ 、支援が 思い起 
こ されます。 


す。 また ハ ディースで 述べられて いるよう に、 
人が 家族の 人々 のために かけた 費用 もまた、 
施しと いう 概念で 表現され、 サダ カのう ち最 
も 尊い ものと されて います。 ク ルアー ンは一 
般的 によい ことの 報奨は 1 0 倍で あると して 
いますが、 アツ ラーの 道での 施しの 報奨は 7 
0 0 倍 もしくは それ 以上で あると しています。 
これ も、 アツ ラーの 位階に おける 施しの 重要 
性を 示す ものです。 


ち 主で ある 創造主が 示 
す 方向 性で 用いる こと 
は、 しもべで ある ことが 
要する ものです。 

ク ルアー ンが 最初の 
方の アーヤ で、 アツ ラー 
を 誠実に 信じる 信者 達 
の 特質を 挙げる 際、 信仰 
と 礼拝に 続いて 施しに ついて 言及して いる こ 
とは、 この 必要性に よる ものです。 施しが な 
される 際には、 見せかけ 行為から 遠ざかり、 

た だ アツ ラーの ご 満悦の た めに なされる こと、 
施しを 受ける 人の 誇りを 傷つけな いこと、 な 
された 施 しが 人間の 尊厳に ふさ わ しい 質と 価 
値を 持って いる こと、 特に 施しを 受ける 困窮 
した 人々 の 訴えに 最も 即した ものである こと 
に 細心の 周囲が 払われる べきです。 

親愛なる ムス リムの 皆様。 貧困 者の 支援、 
学校、 図書館、 モスク、 道路、 橋、 泉、 老人 
や 身寄り のない 人々 のた めの 介護の 場の 建設、 
そして 当然、 災害に あった 人々 のために なさ 
れる あらゆる 援助、 さらには 動物 や 環境、 自 
然を 保護し 発展させる ための 各種の 出費 も、 
アッ ラーの 道に おける 施しと 見なされて いま 


的な 安定が あります。 ま 
た 一方で、 施しの おかげ 
で 人は う ぬ ぼれ、 自 尊 心、 
けちで ある こと といった 
私達の 教えで よく ない と 
されて いる 状態から も 救 
われます。 

親愛なる ムス リムの 皆様。 忘れて はいけ な 

いことは、 社会と して 貧困 層と 富裕 層の 区別 
ではなく 敬意と 愛情が、 敵意 や 憎 しみでは な 
く 兄弟愛が、 求められ、 目標と されるべき も 
の だとい うこと です。 この 望み、 希望を 実現 
させる ための 最大の 手段の 一つが、 施しな の 
です。 

今日の フ トバを 雌牛 章 第 2 6 2 節に よって 
締めく く ります。 「アツ ラーの 道の ために、 自 
分の 財産を 施し、 その後 かれらの 施した 相手 
に 負担 侮辱の 念を 起こさせず、 また 損わない 
者、 これらの 者に 対する 報奨は、 主の 御 許に 
ある。 かれらには、 恐れ もな く 憂い もないで 
あろう。」 



施しには 心理的、 社会的に も 大きな 効果が 
ある ことは 疑いの 余地 もありません。 この 効 
果の最 たる ものと して、 施しを 行なう 人が 見 
返りを 求めず 人の 助けに 
なった ことで 感じる 内面 


私達 皆が 知っている ように、 人が 所有して 
いる 全ての ものの _ 一の、 そして 真の 持ち主 


はアッ ラーです。 だから 人は 信託と して 所持 
している 財産を、 真の 持 
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